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令和元年第２回北海道議会定例会 予算特別委員会（道立病院局所管） 開催状況

開催年月日 令和元年７月５日（金）

質 問 者 日本共産党 宮川 潤 委員

答 弁 者 病院事業管理者 鈴木 信寛

道立病院部長 田中 宏之

道立病院局次長 橋本 幸尚

病院経営課長 笹谷 昌樹

人材確保対策室長 石井 安彦

質 問 内 容 答 弁 内 容

一 道立病院の運営について

（一）外国人患者の受け入れについて 【道立病院局橋本次長】

最初に外国人患者の受け入れについて質問いたし 外国人患者の受け入れについてでありますが、平

ます。 成３０年度におきましては、道立病院全体で４０名

外国人観光客、技能実習生など本道でも増加をし の外国人患者の受け入れ実績がございました。

ております。外国人の急病やケガの対応も求められ これまでのところ、外国人患者本人が日本語が話

ます。 せる、または日本語の分かる付き添い者がいたた

まず、昨年度の受け入れ実績がどうなっているの め、問題なく意思疎通が図られ治療を行ったところ

か、外国人からの問い合わせ・相談・受診の際に、 でございますが、今後、来道する外国人観光客等の

症状や相手の要求を聞き、対応するマニュアルが必 増加も見込まれ、道立病院を受診する外国人の増加

要だというふうに思いますけれども、如何かお考え も考えられますことから、本年４月に道が策定しま

を伺います。 した対応指針や他の医療機関における対応も踏まえ

ながら、外国人が受診した際のマニュアルの整備な

ども含め、院内の体制を検討してまいる考えでござ

います。

マニュアル作成を進めるということですけれど

も、外国語といっても聞いただけではどこの国の言

葉なのかもわからないということも今後は想定され

ますので、ぜひそういったことも含めてですね、整

備を進めていただきたいというふうに思います。

（二）医師、看護師体制について

１ 医師・看護師の配置状況について 【病院経営課長】

次に、医師・看護師体制についてであります。 各病院の医師及び看護師の欠員についてでござい

今年度４月１日時点の各病院の医師・看護師がど ますが、本年４月１日現在の医師の欠員につきまし

れだけ不足しているのか、具体的にお示しくださ ては、江差病院は８名、羽幌病院は４名、緑ヶ丘病

い。 院は１名、向陽ヶ丘病院は１名、コドモックルは４

名となっており、５病院合計で、定数８７名に対し

まして、６９名の配置で１８名の欠員となっており

ます。

なお、本年４月２日付けで江差病院に、５月１日

付けでコドモックルに、それぞれ１名を配置したと

ころでございます。

また、看護師につきましては、緑ヶ丘病院の欠員

はありませんが、江差病院は２２名、羽幌病院は７

名、向陽ヶ丘病院は２名、コドモックルは９名とな

っておりまして、５病院で合計、定数４８４名に対

しまして、４４４名の配置で４０名の欠員となって

おります。

なお、欠員が生じております診療科につきまして

は、医育大学などへの非常勤医師の派遣を依頼いた

しますほか、看護師につきましては、臨時職員を確

保することなどによりまして、可能な限り診療体制

を確保出来るよう努めているところでございます。
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質 問 内 容 答 弁 内 容

２ 医師・看護師の働き方について 【人材対策確保室長】

昨年度の各病院における医師の最大宿日直回数お 医師の年間宿日直回数等についてでございます

よび最大の時間外勤務について、お示しください。 が、平成30年度における医師宿日直回数の５病院の

また、看護師の最大の夜勤回数についても、あわ 平均は46.5回となってございまして、各病院の最大

せてお示しください。 値につきましては、江差病院が63回、羽幌病院が54

回、緑ヶ丘病院が67回、向陽ヶ丘病院が106回、コ

ドモックルが101回となってございます。

次に医師の年間の時間外勤務についてでございま

すが、５病院の平均は233.5時間となってございま

して、各病院の最大値は、江差病院が410時間、羽

幌病院が136時間、緑ヶ丘病院が99時間、向陽ヶ丘

病院が100時間、コドモックルが1,449時間となって

おります。

次に看護職員の１ヶ月あたりの夜勤回数について

でございますが、５病院の平均は8.3回となってご

ざいまして、各病院の最大値は、江差病院が13回、

羽幌病院が12回、緑ヶ丘病院が10回、向陽ヶ丘病院

が10回、コドモックルが16回となってございます。

３ 医師及び看護師の働き方の今後の改善について 【道立病院部長】

医師の時間外が最大1,449時間。 医師及び看護職員の勤務環境の改善についてでご

看護師の夜勤は最大で月８回であるべきだと思う ざいますが、医師の宿日直や時間外勤務、看護職員

んですけれども、平均でも８回を超えているという の夜勤等の負担軽減を図ることは、医療の質と安全

現状で16回のところもあるということでした。 の向上に加えて、道立病院の人材確保を推進する観

月に16回だとおそらくその看護師さん、１ヶ月間 点からも重要なことと認識をしております。

日勤はほぼなかったんじゃないでしょうか。そうい このため、医師や看護職員の確保・定着を進める

う状況であります。 ことが喫緊の課題と考えておりまして、医師確保に

これら宿日直、時間外、夜勤回数について、改善 ついては、昨年度の時間外勤務が長時間に及んだ診

をどう図っていくのか、現状認識と改善策について 療科の増員を行いますとともに、道内３医育大学へ

お示しください。 の派遣要請、インターネットや人材紹介事業者等の

活用、専門研修プログラムの策定による専攻医の確

保等の取組を進めております。

また、看護職員の確保につきましては、今年度か

ら、希望する分野の専門資格の取得を支援する「新

人看護職員キャリアアッププラン」の運用を開始し

て、道内外の養成校を積極的に訪問し、充実した教

育体制のPRによる人材確保を行っているところでご

ざいます。

今後とも、こうした取組を継続いたしますととも

に、各病院において策定しております「医師及び看

護職員の負担軽減に資する計画」に基づきまして、

医師事務作業補助者の配置や育児休業代替任期付職

員制度の活用、職種間の業務分担の推進などに取り

組みまして、引き続き勤務環境の改善に努めてまい

ります。

（三）道立病院の課題について

１ 交付税の算定見直し及び消費税増税の影響につ 【病院経営課長】

いて 消費税の増税などについてでございますが、公立

次に、交付税算定及び消費税に関してです。 病院の地方交付税措置につきましては、平成２７年

交付税は許可病床を対象にしておりましたが、 度から、算定の基礎となる病床数が、これまでの許

２０１５年度に稼働病床を対象にすると変わりまし 可病床数から稼働病床数に変更されておりまして、

て、大幅な減額となりました。現在の病床数に置き 平成３０年度におきましては、稼働病床数により、

換えると、影響額はどうなっていますか。また、病 約２０億１，４００万円が措置されておりました
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質 問 内 容 答 弁 内 容

院にとって損税となる消費税について、仮に２０１ が、制度改正前の許可病床数で試算いたしますと、

８年度の控除対象外消費税が１０％になった場合の 約２１億６，４００万円となり、約１億５，０００

負担額がどうなるのか増税の影響をお示しくださ 万円の減額となります。

い。 また、平成３０年度の控除対象外の消費税につき

ましては、約３億４，６００万円となっております

が、これをベースに消費税率が１０％となった場合

で試算いたしますと、約４億３，２００万円とな

り、約８，６００万円増加する見込みであります。

２ 今後の経営改善策について 【病院事業管理者】

交付税と消費税増税ということでは、病院として 今後の取組についてでございますけれども、道立

はどうしようもないところで非常に経営が厳しくな 病院は、公立病院としての公共性の確保と公営企業

ってきているという状況だと思います。一方で、労 としての経済性の発揮に努めながら、地域に必要と

働条件の改善と医師・看護師確保も同時に行わなく される医療の提供に取り組んできたところでありま

てはなりませんから、課題は非常に重いものという す。

ふうに思います。 しかしながら、地域の人口減少による患者数の減

今後の取組について、管理者の決意も含めてお示 少や、医師をはじめとする医療従事者の地域偏在が

しください。 進んでいることなどから、病院運営は、ますます厳

しい環境に置かれてきております。

私といたしましては、道立病院局の全職員と、こ

うした厳しい経営の現状を共有し、医師の働き方改

革などへの対応を進めるとともに、新たな職種の採

用や柔軟な医療従事者の配置など、地方公営企業法

の全部適用のメリットなども活かしながら、経営改

善に向けて、引き続き、全力をあげて取り組んでま

いります。


